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一
、
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、

福
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の
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を
つ
く
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ま
す
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一
、
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く
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で
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活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成16年４月１日（２）

No.16 市町村合併について考える市町村合併について考える
今月号は、３月１８日に設置されました、「都留市・道志村任意合併協議会」について

記載いたします。
都留市長と道志村長は、任意合併協議会の設置協議書及び規約について３月５日に

締結し、３月１８日をもって設置することを決めました。以下に設置までの経緯と協議
書を記載します。

・道志村の長及び議会議長は都留市の長及び議会議長に対し、都留市・西桂町・秋山村・道志村

合併協議会の今後の方向性を早く結論づけるよう要請。両市村の今後について話し合うことも確認。

・都留市議員全員協議会において、合併に対する本市の方向性について協議。道志村との合併を視野

に入れて協議していくことを確認。

・都留市議会議長の呼びかけにより、都留市議会副議長、道志村の議会議長及び副議長が集まり、両

市村議会に対し任意合併協議会の設置を働きかけるよう確認。

・都留市議員全員協議会において、道志村との任意合併協議会の設置を、市長に要請することを了承。

・都留市の議会議長及び副議長は市長に対し、道志村長に任意合併協議会の設置を要請するよう依頼。

・都留市長は道志村長に対し、任意合併協議会の設置を要請。道志村の議会議長及び副議長立会いの

下、3月中に任意合併協議会を立ち上げるよう早期に事務局体制を整えるよう合意。

・道志村議員全員協議会において、都留市との任意合併協議会設置を了承。

・任意合併協議会設置に関する協議書及び規約に関する協議書の締結。

・任意合併協議会第1回会議開催。

１　都留市・道志村任意合併協議会設置までの経緯等について

都留市・道志村任意合併協議会設置に関する協議書

都留市及び道志村（以下「２市村」という。）は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第
252条の2第１項の規定に基づく協議会の設置に向けての諸課題並びに合併に関する諸問題及び
基本的な事項について協議するため、別紙のとおり規約を定め、平成16年３月18日をもって
都留市・道志村任意合併協議会を設置するものとする。
この協議会の成立を証するため、本書２通を作成し、２市村の長が記名押印の上、それぞれ

１通保有する。

平成16年３月５日　　　　　　　　

山梨県都留市上谷一丁目１番１号

都留市長　　小　林　義　光

山梨県南都留郡道志村6181－1番地

道志村長　　佐　藤　卓　司

2 協議書の写し

年 月 日

15.12.24

16. 1. 30

16. 2. 5

16. 2. 13

16. 2. 23

16. 2. 27

16. 3. 5

16. 3. 18

内 　 　 　 　 容



（３）

★３月18日当日は、都留市役所の３階において、都留市・道志村の任意合併協議会の委員に

委嘱状交付が行われ、協議会会長（都留市長）及び協議会副会長（道志村長）のあいさつや、

山梨県富士北麓・東部地域振興局長の祝辞など第１回協議会が開催されました。

道志村からの委員名簿、また、会議内容は、次ぎのとおりです。

都留市・道志村任意合併協議会委員及び監査委員名簿
（平成16年3月18日現在）

会　議　内　容

(1) 報　告

今後の合併協議会に関する情報は、合併協議会だよりを作成しながら、住民の皆様に
情報提供を行います。

(2) 議　事

報告第1号　任意合併協議会設置までの経緯等について

報告第2号　任意合併協議会の設置協議書及び規約について

報告第3号　任意合併協議会諸規程について

議案第1号　任意合併協議会会議運営規程について

議案第2号　任意合併協議会の事業計画について

議案第3号　任意合併協議会の歳入歳出予算について

＊問い合わせ
都留市・道志村任意合併協議会

都留市上谷一丁目１番１号（都留市役所内）

☎ 43－ 1111 (内線282）

職　名

副会長

委　員

1号委員（市村長）

2号委員
（議会議長及び副議長）

道　　志　　村

道　　志　　村

道　　志　　村

道　　志　　村

道　　志　　村

佐　藤　卓　司

長　田　公　明

山　口　一　昭

佐　藤　秀　信

水　越　三　夫

村　田　充　且

山　口　金　吾

長　田　富　也

佐　藤　　　清

水　越　明　子

杉　本　源　子

佐　藤　益　三

渡　辺　光　明

長　田　和　夫

佐　藤　友　文

村　　　長

議　　　長

副 議 長

総 務 課 長

議　　　員

議　　　員

産 業 分 野

産 業 分 野

福 祉 分 野

女 性 分 野

女 性 分 野

地 域 分 野

地 域 分 野

教 育 分 野

教 育 分 野

委　員　区　分 自　治　体 氏　　　名 区　　分

3号委員（市村職員）

監　査　委　員 道　　志　　村 佐　藤　守　一 収　入　役



平成16年４月１日（４）

３月の定例議会において平成16年度の当初予算が審議され、一般会計予算は、1,695,000千円、

８つの特別会計1,289,465千円、総額2,984,465千円が議決されました。

地方分権、構造改革、市町村合併、小規模自治体は、ますます厳しい現状にきております。
村の自主財源である地方交付税の本格的減少により村では、事務事業の見直しを行い経常経

費の大幅な削減を行うなど積極的に取り組んでいきます。
新年度の予算については、大変厳しい財政状況下ですが、限られた財源のなかにおいて継続

的事業の推進と、住民生活に直結した諸事業については、積極的に進めてまいります。

192，138
14，600
1，500
247
125

15，000
6，000
5，000

840，000
300

14，666
13，863
24，551
135，025

13
105，200
49，239
20，000
24，033
233，500

1，695，000

1．議　会　費

2．総　務　費

3．民　生　費

4．衛　生　費

6．農林水産業費

7．商　工　費

8．土　木　費

9．消　防　費

10．教　育　費

11．災害復旧費

12．公　債　費

13．諸 支 出 金

14．予　備　費

村税 11.3％ 

地方譲与税及び 
その他交付金  2.5％ 

地方交付税  
　 49.6％ 使用料・手数料 

  　　0.8％ 

分担金・負担金   
　　0.9％ 

国県支出金 
 　 9.4％ 

村債 13.8％ 

その他収入  2.6％ 

繰入金  2.9％ 

寄付金 6.2％ 歳入合計歳入合計 

1，695，000千円 1，695，000千円 
100.0％ 

歳入合計 

100.0％ 

議会費  2.9％ 

総務費  17.7％ 

民生費  11.1％ 

衛生費  5.1％ 

農林水産業費  17.0％ 商工費  1.3％ 

土木費  8.2％ 

教育費  10.3％ 

公債費・災害復旧費 
予備費他　20.4％ 

消防費  6.0％ 

歳出合計歳出合計 

1，695，000千円 1，695，000千円 
100.0％ 

歳出合計 

100.0％ 

1．村　　税
2．地方譲与税
3．利子割交付金
4．配当割交付金
5．株式等譲渡所得割交付金
6．地方消費税交付金
7．自動車取得税交付金
8．地方特例交付金
9．地方交付税
10．交通安全対策特別交付金
11．分担金及び負担金
12．使用料及び手数料
13．国庫支出金
14．県支出金
15．財産収入
16．寄 付 金
17．繰 入 金
18．繰 越 金
19．諸 収 入
20．村　　債

48，298

299，565

187，388

86，390

287，355

21，437

139，663

101，760

173，871

13

344，247

13

5，000

1，695，000

項　　　　　目 金　　　額 項　　　　　目 金　　　額

歳　入　合　計 歳　出　合　計

〔歳 入〕 （単位：千円） 〔歳 出〕 （単位：千円）

一般会計予算は16億9，500万円 一般会計対前年度比 　　4.3％減 〔 〕 
特別会計は12億8，946万円 特別会計対前年度比 　　3.0％増 〔 〕 

　　　　　　　　当当当当初初初初予予予予算算算算概概概概要要要要
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平成16年度の主な事業内容

平平平平成成成成11116666年年年年度度度度　　　　　　　　

教育・文化の振興
豊かな人間形成をつくるため、日常生活に心

のゆとりがもてる教育、文化の推進を図ります。

●教育振興事業
義務教育振興事業 …………………………56,578
教育振興事業（小・中） ……………………7,128
学校管理・維持（小・中）…………………37,514
体育振興費 ……………………………………3,025
社会教育振興事業 ……………………………1,533
文化財保護事業…………………………………299

福祉と医療
地域住民が明るく健康で生活できるよう福祉

の充実と保健医療の推進を図る。

●福祉関係事業
老人福祉事業 ………………………………33,188
在宅福祉事業 …………………………………2,456
身体障害者福祉事業 ………………………27,930
母子・父子福祉事業……………………………213
児童福祉事業等 ……………………………13,744
健康管理事業 …………………………………4,814
保育所運営事業 ……………………………39,525

●保健衛生関係事業
予防接種委託事業 ……………………………2,913
母子衛生保健事業 ……………………………3,471
老人保健事業 ………………………………11,053

産業の振興
緑豊かな自然環境との調和を図り、産業の活

性化と基盤整備の推進をいたします。

●農林道整備事業
林道整備事業等……………………………136,020
農道整備事業 …………………………………6,607
小規模治山整備事業 …………………………3,815

●農林水産業施設整備事業
地籍調査事業 ………………………………20,016
農業振興整備計画管理事業 ……………………85
農業振興事業 ………………………………56,856
体験農園運営事業 ……………………………4,678
商工・観光事業 ……………………………21,437

生活環境の整備と、ふるさとづくり
地域住民の生活の快適性、利便性の向上安全

確保のためと、ふるさとづくり事業の推進を図
ります。

●村道整備事業
村道開設改良事業 …………………………17,501
道路維持補修事業 …………………………11,022

●消防施設整備事業
消防防災施設整備事業 ……………………11,260
非常備消防費 ………………………………12,067
常備消防委託費等 …………………………78,433

●ふるさとづくり事業
結婚、出産祝金 ………………………………3,500
街路灯事業 ……………………………………2,043
スポーツ少年団・記念樹等 …………………2,467

●環境保全事業
村内一斉清掃事業………………………………669
ゴミ収集処理事業 …………………………30,012
ゴミステーション等事業………………………756

（単位：千円）（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）



平成16年４月１日（６）

国民健康保険事業　234,192千円
歳入　国民健康保険料 …………86,262

国、県支出金 ……………89,357
療養給付費交付金 ………19,841
共同事業交付金 ……………1,600
一般会計繰入金 …………16,202
その他 ……………………20,930

歳出　保険給付費………………148,502
老人医療費拠出金 ………31,860
介護納付分 ………………12,000
共同事業拠出金 ……………5,086
保健事業費……………………182
諸支出金等 ………………24,704
総務費管理費 ……………11,858

国民健康保険診療所 121,533千円
歳入　診療収入 …………………81,664

使用料及び手数料……………295
国・県支出金 ……………17,700
一般会計繰入金 …………16,753
繰越金 ………………………5,000
諸収入等………………………121

歳出　施設管理費 ………………60,968
医業費 ……………………58,957
施設整備費………………………3
予備費……………………… 1,500
公債費 ……………………… 105

特別会計　当初予算総額 1，289，465千円（対前年度比3.0％増）
特別会計予算についての主な歳入、歳出の内容について紹介いたします。
特別会計は独立精算で運営を行う事業であるが、観光施設事業等を除く他の会計のほとんどが、一般
会計からの繰入金（総額147,132千円）を受けて運営されています。
道志村では、次の８つの会計があります。

老人医療費事業　259,167千円
歳入　支払基金交付金…………156,765

国、県支出金 ……………84,630
一般会計繰入金 …………17,768
諸収入……………………………4

歳出　医療給付費………………257,400
一般管理費等…………………786
その他…………………………981

簡易水道事業　32,733千円
歳入　簡易水道加入負担金…………472

使用料及び手数料 …………6,410
一般会計繰入金 …………25,650
繰越金等………………………201

歳出　簡易水道事業費 …………15,705
公債費　等 ………………17,027
予備費……………………………1

観光施設事業　426,094千円
歳入　道志の湯事業収入 ………71,103

水源の森事業収入 ………53,236
道の駅事業収入…………300,012
財産運用収入 ………………1,591
諸収入等………………………152

歳出　総務管理費 …………………8,165
道志の湯事業費 …………69,545
水源の森事業費 …………52,923
道の駅事業費……………295,156
諸支出金等………………………5
予備費…………………………300

介護保険事業　85,360千円
歳入　第１号被保険者保険料 …13,379

国庫補助金、負担金 ……20,840
支出基金交付金 …………25,167
県負担金 ……………………9,831
一般会計繰入金 …………16,141
その他……………………………2

歳出　総務管理費等 ………………3,266
保険給付費 ………………78,648
財政安定化基金拠出金………392
基金積立金 …………………2,000
諸支出金等 …………………1,054

介護保険サービス事業　31,876千円
歳入　介護サービス事業収入 …10,101

自己負担金 …………………1,700
諸収入…………………………403
一般会計繰入金 …………19,672

歳出　施設管理費 ………………31,376
予備費…………………………500

合併処理浄化槽事業　98,510千円
歳入　加入負担金 …………………5,167

使用料 ………………………2,999
一般会計繰入金 …………36,976
国庫支出金 ………………17,867
起債（下水道債）…………34,400
その他 ………………………1,001
繰越金…………………………100

歳出　施設整備費 ………………97,549
公債費…………………………961

１ 2

3

4

5

6

7

8

（単位：千円）

※この事業には、横浜市から応分の助成金があります。
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方
が
議
論
さ
れ
、
市
町
村
合
併
が

促
進
さ
れ
る
と
共
に
、
道
州
制
へ
の
移
行
が

検
討
課
題
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
、
村
が
行
う
べ
き
行
政
範
囲
は
、
膨

大
な
も
の
に
な
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
自
ら

の
考
え
と
責
任
を
持
っ
た
行
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
あ
っ
て
、
村
行
政

を
執
行
す
る
に
当
り
、
職
員
全
員
の
英
知
を

結
集
す
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の
見
直

し
と
、
そ
の
実
行
が
急
務
で
あ
り
ま
す
が
、

二
十
一
世
紀
へ
生
き
残
れ
る
村
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
旧
来
の
行
政
執
行
の
考
え
方
か
ら

民
間
企
業
的
な
行
政
執
行
型
へ
の
大
き
な
変

換
を
断
行
し
、
村
民
の
ご
協
力
を
頂
く
中
で

行
政
依
存
的
な
体
質
か
ら
自
立
型
及
び
行
政

参
加
型
へ
の
誘
導
を
行
い
、
官
民
一
体
の
開

か
れ
た
行
政
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
当
然

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
今
年
度
中
に
、

村
と
し
て
の
大
変
重
大
な
決
断
を
行
う
年
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
道
志
村
と

し
て
地
方
分
権
、
国
の
行
財
政
改
革
が
今
以

上
に
改
正
さ
れ
る
見
込
み
の
中
で
、
単
独
の

自
治
体
と
し
て
の
行
政
執
行
が
可
能
か
ど
う

か
で
あ
り
ま
す
が
、
先
行
き
非
常
な
厳
し
さ

が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
議
員
各
位
の
協
議
検

討
や
都
留
市
長
か
ら
の
要
請
も
ご
ざ
い
ま
し

て
、
都
留
市
と
の
合
併
に
対
す
る
任
意
協
議

会
を
発
足
し
検
討
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

峠
を
越
え
て
の
合
併
問
題
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
協
議
会
に
お
け

る
各
委
員
さ
ん
方
の
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

ご
提
案
を
頂
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
向
性

議
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予

算
及
び
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
、
ま
た
、
道
志
村
各
種
委
員
等

報
酬
並
び
に
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
な
ど
二
十
四
案
件
が
提
出
さ
れ

各
議
案
と
も
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（７）

議
会
だ
よ
り

一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
な
ど
可
決

報
告
第
一
号
　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
〔
山
村
都
市

交
流
促
進
施
設
道
の
駅
ど
う
し
増
築
工
事
〕）

議
案
第
二
号
　
道
志
村
各
種
委
員
等
報
酬
並
び
に
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
三
号
　
道
志
村
環
境
基
本
条
例

議
案
第
四
号
　
道
志
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
五
号
　
道
志
村
社
会
教
育
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
六
号
　
道
志
村
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
七
号
　
平
成
十
五
年
度
道
志
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

議
案
第
八
号
　
平
成
十
五
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
九
号
　
平
成
十
五
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）

議
案
第
十
号
　
平
成
十
五
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
十
一
号
　
平
成
十
五
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
回
）

議
案
第
十
二
号
　
平
成
十
五
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）

議
案
第
十
三
号
　
平
成
十
五
年
度
道
志
村
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
）

議
案
第
十
四
号
　
平
成
十
五
年
度
道
志
村
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
十
五
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
一
般
会
計
予
算

議
案
第
十
六
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
十
七
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予
算

議
案
第
十
八
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
十
九
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
老
人
医
療
費
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
一
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
二
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
三
号
　
平
成
十
六
年
度
道
志
村
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
四
号
　
村
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
三
月
定
例
議
会

平
成
十
六
年
三
月
定
例
村
議
会
は
、
三
月
十
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
九
日
ま

で
の
十
日
間
と
決
め
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
当
り
、
佐
藤
村
長
よ
り
挨
拶
（
要
旨
）

を
見
い
出
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

又
、
村
民
の
皆
様
方
が
主
体
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
合
併
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
可
能

な
限
り
に
行
い
、
是
非
も
含
め
村
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
は
か
り
な
が
ら
、
早
急
な
決
断

を
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


